
ひとりの商人、無数の使命

ISCC セミナー
⽇本市場におけるサーキュラー・バイオプラスチックに関して
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1.弊社会社紹介
2.⽇本の環境政策におけるバイオマスプラスチックの位置付け
3.⽇本市場でのマスバランス品の採⽤例と認証件数
4.今後の展開における課題

アジェンダ
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【会社概要】
創業 1858年 設⽴ 1949年12⽉1⽇
営業所数 国内7拠点、海外87拠点
資本⾦ 2,534億円
連結収益 122,933億円（2021年度） 当期純利益 8,203億円（2021年度）
連結総資産 121,537億円（2022年3⽉末) 連結株主資本 41,993億円（2022年3⽉末）

取締役会⻑CEO
岡藤正広

株
主
総
会

取
締
役
会

繊維カンパニー

機械カンパニー

⾦属カンパニー

⾷料カンパニー

住⽣活カンパニー

情報・⾦融カンパニー

エネルギー部⾨

エネルギー・化学品
カンパニー

ｴﾈﾙｷﾞｰ・化学品

経営企画部

ｴﾈﾙｷﾞｰ・化学品

ｶﾝﾊﾟﾆｰCFO

化学品部⾨

国内事業所（9拠点）

海外店・現法（99拠点）

取締役社⻑COO
⽯井敬太

第8カンパニー

電⼒・環境
ｿﾘｭｰｼｮﾝ部⾨

⽔素・アンモニア

事業室

伊藤忠商事株式会社概要
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伊藤忠商事化学品の環境ビジネス

ビーチプラスチック

バイオマスプラスチック
（マスバランス認証）

リサイクルプラスチック

⽣分解性プラスチック

リサイクル化学繊維

複層フィルム再⽣
プラスチック

成型
モルダー様

コ ン
バー ター様

伊藤忠グループ
企業 ・⾃社設備

川下を起点に川上まで広がる 「三⽅よ し 」 の新たなサプ ラ イ チ ェ ー ン

リ テ イ ラ ー様

ブ ラ ン ド
オ ー ナー様

メデ ィ ア 政府



5Copyright © ITOCHU Corporation. All Rights Reserved. Confidential

枯渇性資源の消費削減・バイオマス素材への転換

⽇本のプラ関連環境⽅針

u 地球温暖化対策に関しては2050年のネットゼロを⽬標として各政策への落とし込みが進む。
u 3Rについてはプラスチック資源循環戦略・プラスチック新法により⺠間事業者での対応が徐々に浸透し
てきている。

出典︓環境省HPより抜粋の独⾃に作成

2017年以前 2018年 2019年 2020年 2022年

海洋プラスチックごみ対策推進
海洋⽣分解性プラスチック開発・導⼊
普及ロードマップ(2019年5⽉)

海洋プラスチックごみ対策アクション
プラン(2019年5⽉)

CLOMAビジョン(2019年5⽉)

⼤阪ブルー・オーシャン・ビジョン(2019年6⽉)
海洋プラスチックごみによる新たな汚染を2050年までにゼロ

エコマークが「海洋プラごみ」を再
⽣利⽤した製品(2021年2⽉)

循環型社会の形成推進

第四次循環型社会形成推進
基本計画(2018年)

プラスチック資源循環戦略
(2019年5⽉)

約200万トンバイオマスプラスチック導⼊

バイオマスプラスチック導⼊
ロードマップ(2020年)

プラスチック新法(2022年4⽉)
環境配慮設計・SUPの合理
化・回収の効率化

地球温暖化対策推進
地球温暖化対策計画(2016年)
197万トンバイオマスプラスチック導⼊

地球温暖化対策計画(⽬標⾒直し)
(2019-2020年) COP26(2021年)

バイオ戦略2019(2019年6⽉)
バイオプラスチックへの代替(汎⽤プラスチック代替)

バイオテクノロジー戦略⼤綱(2002年)

ドリームBTジャパン(2006年)

パリ協定︓2030年度に2013年度⽐26％削減 →修正︓46％削減
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中央環境審議会循環型社会部会(令和3年8⽉5⽇)の議事

出典︓環境省HPより抜粋
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中央環境審議会循環型社会部会(令和3年8⽉5⽇)の議事

出典︓環境省HPより抜粋
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⽇本のバイオマスプラスチック使⽤状況

約6万トン(2019)
バイオプラスチック（樹脂数量）

約60〜80万トン(2030 原料ベース)（10倍超）

■2020年に政府はバイオプラスチック導⼊ロードマップを策定した。バイオプラスチックにおいて、現状と
⽬標値の使⽤量のギャップが⼤きいため、マスバランス認証バイオプラの考え⽅が受け⼊れられてきてい
る。

バイオマスプラスチック導⼊ロードマップ

約200万トン(2030⽬標)

約6万トン

⽇本におけるバイオプラスチック使⽤量
（2019年）

品⽬ 数量
（トン）

バイオPE 15,000

バイオPET 24,000

⽣分解性 5,090

ポリ乳酸 4,520

その他 11,255

計 59,865

参照︓⽮野経済研究所のデータ使⽤

出典︓⼀部⽮野経済研究所データを使⽤
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ISCC Certification取得企業リスト

出典︓ISCC HPより抜粋

2020年7⽉ 2021年7⽉ 2022年9⽉

485社

1125社

2296社 ISCC認証取得件数ハイライト(件）
Certificates total: 7121
Certificates PLUS: 2296
Certificates Japan: 81
ISCC PLUS certificates Japan: 63 
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付加価値訴求 エコマークの認定

エコマーク認定基準における「バイオマス由来特性を割り当てたプラスチック」の
取扱⽅針を制定 2022.09.01

出典︓エコマークHPより抜粋
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⽇本のマスバランスバイオ採⽤事例

出典︓2021年6⽉4⽇朝⽇新聞電⼦版より抜粋
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⽇本のマスバランスバイオ採⽤事例

出典︓イオン社HPより抜粋商品紹介ページ︓https://www.topvalu.net/tv-sustainable/#iscc

https://www.topvalu.net/tv-sustainable/
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⽇本のマスバランスバイオ採⽤事例
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マスバランス普及の課題・今後の動向

①監査、作業の煩雑さ
②コンセプトの浸透受け⼊れ
③価値訴求
④監査機関が⾜りていない（150社待ち）
⑤⾔語（英語）対応

p 普及に向けた課題

p 今後の動向

①ケミカルリサイクルにおけるマスバランス認証取得の活発化
②国産バイオプラの製造に向けた動き
③バイオクレジットの取引に向けた動き


